
正しい方法で鼻血を止めてあげましょう
< 正解  Ⅰ >

Ⅰ Ⅱ Ⅲ鼻を押さえて上を向く 小鼻をつまんで下を向く 綿球やガーゼなどを鼻に詰める

第35回健やか
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耳鼻咽喉科

さらに詳しい情報は
ホームページで！
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監修 橋本 亜矢子
高田製薬は、患者さんや医療関係者の声に耳を傾け、医療ニーズに合った
医薬品の開発と情報提供で、健康な社会づくりに貢献します。

子どもは突然鼻血を出すことがあり、びっくりする保護者も多いことでしょう。子どもの鼻血のほとんどは、鼻をいじることが
原因です。鼻の入り口付近とそこから1cm程度のところにある「キーゼルバッハ部位」と呼ばれる箇所には怒張した血管や細かい
血管（毛細血管）が集中しています。また、鼻の入り口付近は表面の粘膜が薄いため些細な刺激で血管が破れやすく、指でいじる
ことによって出血してしまうのです。
鼻血が出たときは、下を向いて両側の小鼻のやや前側を５～10分間つまんでいると止血できます。よく鼻血が出たときに上を
向かせることがありますが、血がのどに流れ込み、気持ち悪くなったり、嘔吐の原因になったりすることがあります。まず血がのど
に流れないように顔を下向きにして座らせてあげましょう。小さいお子さんで10分間もじっとしていられない場合には、綿球や
ガーゼを鼻に入れて止血してもよいでしょう。ただし、鼻に詰めたものが取れなくなったり、取り出そうとした際に粘膜を傷つけ
てしまったりする可能性がありますので、十分な注意が必要です。
正しい止血を続けても鼻血が10分以上止まらない、多量の出血がある、顔色が青ざめている、頻繁に鼻血を繰り返す、手足など

にぶつけていないのに青あざがある場合は、血が止まりにくくなる病気である可能性がありますので、まず耳鼻咽喉科を受診して
みてください。
また、周りが焦りや不安をみせてしまうと、子どもも不安になってしまい、血圧が上昇し鼻血が止まりにくくなってしまいますの
で、落ち着いて対応してあげましょう。冷たいタオルや保冷剤などで鼻を冷やすと、血管が収縮して止血しやすくなります。
鼻血の予防法としては、マスクをするのもよいかもしれません。鼻の乾燥を防ぎ、鼻の中の湿潤環境を作ることで傷の治りも

早くなるほか、鼻をいじることの防止にもなります。普段から鼻をいじらないように伝え、鼻をいじっても粘膜を傷つけにくいように、
子どもの手の爪はいつも短く整えておくとよいですね。

子どもの鼻血で
間違った対処法は
次のうちどれでしょうか? タカちゃんタカちゃん

ママ

⇒さらに詳しい情報は「クイズ解説」をご覧ください。

https://www.takata-seiyaku.co.jp/general/hs6nik00000005cb-att/202202_2.pdf

